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(1)　第1902号　2023年３月25日

２
０
２
３
年
度
新
執
行
部
を
選
出
　

春
闘
、自
治
体
選
に
尽
力

　
　
執
行
部
を
代
表
し
て
千

歳
委
員
長
は
、「
確
定
期
は

県
職
連
合
や
東
海
村
職
が
大

き
な
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
。

組
合
活
動
を
実
感
で
き
る
よ

う
単
組
は
組
合
員
の
意
見
を

吸
い
上
げ
要
求
・
交
渉
の
実

施
、
今
春
闘
期
で
改
善
を
勝

ち
取
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉

手
当
支
給
を
可
能
と
す
る
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
組
合
か
ら
の
要
求
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
残
さ
れ

る
同
一
賃
金
・
同
一
労
働
の

課
題
解
決
の
た
め
に
も
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化

が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
４

月
執
行
予
定
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
県
本
部
３
名
の
組
織

内
議
員
と
と
も
に
推
薦
す
る

候
補
者
全
員
の
必
勝
に
む
け

て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
経
過
報
告
、
中
間
決
算
報

告
・
監
査
報
告
は
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
春
闘
期
の
取
り

組
み
な
ど
の
当
面
の
闘
争
方

針
案
、
２
０
２
３
年
ス
ポ
ー

ツ
大
会
茨
城
県
大
会
の
取
り

組
み
案
、
特
別
執
行
委
員
の

承
認
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
す
べ
て
圧
倒
的
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
役
員

選
挙
は
、
非
専
従
執
行
委
員

は
定
数
内
の
立
候
補
に
よ
り

無
投
票
、
専
従
役
員
は
信
任

投
票
が
行
わ
れ
、
開
票
結
果

で
は
い
ず
れ
の
候
補
者
も
圧

倒
的
多
数
で
信
任
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
花
島
副
委
員
長
が
代
表
し

て
退
任
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ

と
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
、
最
後
は
千

歳
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
臨
時
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

 経
過
報
告
に
対
す
る
発
言
 

高
萩
・
赤
津
代
議
員

　
現
業
２
人
採
用
を
勝
ち
取

る
も
人
員
不
足
の
状
況
は
変

わ
ら
ず
一
般
行
政
職
員
が
現

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を

会
」
を
開
き
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
雇
用
安
定
と
処
遇

改
善
、
早
期
の
法
案
成
立
に

む
け
て
意
思
統
一
を
行
い
ま

し
た
。

　
集
会
冒
頭
、
川
本
委
員
長

は
「
適
正
な
任
用
、
勤
務
条

件
の
確
保
を
目
的
と
し
て
２

０
２
０
年
４
月
に
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
始
ま
り
３

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る

が
、
制
度
は
職
場
労
働
条
件

の
改
善
に
対
し
て
一
定
の
成

果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
常
勤

職
員
と
の
均
等
、
均
衡
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
に
は
ほ
ど

遠
い
。
早
期
の
法
改
正
、
確

実
な
勤
勉
手
当
支
給
実
現
を

場
作
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
。
労
働
協
約
を
結
ぶ
権

利
の
あ
る
現
業
と
非
現
業
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

む
。

取
手
・
杉
本
代
議
員
（
現
業

評
議
会
議
長
）

　
こ
れ
ま
で
現
業
職
員
が
合

理
化
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ

て
き
た
。
い
ま
現
場
最
大
の

課
題
は
人
員
不
足
。
春
闘
期

か
ら
通
年
で
の
人
員
要
求
と

と
も
に
、
賃
金
改
善
に
も
取

り
組
む
。

 議
案
に
対
す
る
発
言
　
　
 

行
方
・
松
兼
代
議
員
（
青
年

部
長
）

　
年
休
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
賃
金
実
態
調
査
結
果
、
各

集
会
等
の
取
り
組
み
か
ら
は

人
員
確
保
と
賃
上
げ
が
不
可

欠
。
１
単
組
で
も
多
く
要

求
・
交
渉
が
で
き
る
青
年
部

づ
く
り
を
め
ざ
す
。

鹿
嶋
・
金
澤
代
議
員
（
女
性

部
長
）

　
女
性
ブ
ロ
ッ
ク
別
学
級
を

行
っ
た
中
で
は
家
族
看
護
休

暇
導
入
や
育
休
代
替
職
員
確

保
の
必
要
性
を
再
確
認
し

た
。
女
性
が
一
人
の
人
間
と

し
て
真
に
輝
け
る
よ
う
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

日
立
・
今
橋
代
議
員
（
社
会

福
祉
評
議
会
議
長
）

　
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
社

会
福
祉
評
議
会
福
祉
関
係
職

場
交
流
集
会
で
は
共
生
社
会

を
取
り
上
げ
、
自
治
体
と
関

係
機
関
連
携
が
必
須
あ
る
と

実
感
し
た
。
新
執
行
体
制
は

公
共
民
間
単
組
か
ら
１
人
幹

事
を
増
員
し
、
福
祉
職
場
の

処
遇
改
善
に
む
け
て
活
動
を

強
化
す
る
。

行
方
・
古
渡
代
議
員

　
社
会
人
経
験
者
の
初
任
給

や
昇
給
・
昇
格
の
運
用
が
単

組
の
課
題
。
国
で
の
運
用
改

善
や
県
本
部
方
針
に
沿
っ
て

月２回　１日・15日発行
2023年４月から発行日を変更します

春
闘
期
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

那
珂
・
木
内
代
議
員

　
水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
団
結
集
会

を
開
催
し
、
長
期
不
妊
治
療

休
暇
を
統
一
要
求
と
し
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、
那
珂
市
職

は
導
入
を
勝
ち
取
っ
た
。

東
海
・
浅
野
代
議
員

　
春
闘
要
求
書
作
成
の
た
め

に
、
昼
休
み
や
退
勤
後
の
時

間
を
活
用
し
て
職
場
の
意
見

を
吸
い
上
げ
る
場
「
ハ
ッ

ピ
ー
ト
ー
ク
」
を
例
年
通
り

実
施
。
そ
の
結
果
、
出
さ
れ

た
意
見
を
要
求
書
へ
反
映
で

き
た
。
組
合
活
動
の
原
点
で

早
期
法
改
正
、支
給
実
現
へ
む
け
集
会

立
す
れ
ば
２
０
２
４
年
４
月

の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
各
自
治
体
で
は
条
例
改

正
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
自
治
労

は
　
日
に
参
議
院
議
員
会
館

13
で
「
会
計
年
度
任
用
職
員
に

勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と
す

る
法
改
正
実
現
！
３
・
　
集
13

　
政
府
は
３
月
３
日
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当

支
給
を
可
能
と
す
る
地
方
自

治
法
の
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
４
月

６
日
に
衆
議
院
総
務
委
員
会

で
の
質
疑
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
通
常
国
会
で
法
案
が
成

め
ざ
そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
自
治
労
組
織
内
参
議
院
議

員
で
あ
る
岸
ま
き
こ
議
員
、

鬼
木
ま
こ
と
議
員
、
吉
田
忠

智
議
員
か
ら
、
法
改
正
の
実

現
に
む
け
た
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
、
そ
の
後
、
伊
藤

書
記
長
が
提
起
を
行
い
ま
し

た
。
　
決
意
表
明
と
し
て
、
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
全
国
協

議
会
の
中
谷
議
長
と
新
潟
県

本
部
の
伊
藤
書
記
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
直
面
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
現
状
が
訴
え

第123回県本部
臨時大会

ら
れ
、
処
遇
改
善
に
む
け
て

と
も
に
闘
う
決
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
の
実
現
に

む
け
、
自
治
労
総
体
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
と
す
る
集

会
宣
言
を
採
択
し
、
川
本
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
　
集
会
終
了
後
は
、
参
加
者

は
国
会
議
員
事
務
所
を
訪

ね
、
法
改
正
の
必
要
性
を
協

力
議
員
に
要
請
し
、
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

あ
る
組
合
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら

春
闘
期
の
要
求
改
善
に
取
り

組
む
。

国
保
労
組
・
田
丸
代
議
員

　
大
幅
な
国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
改
修
が
実
施
さ
れ
れ
ば
運

用
費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
、

国
庫
負
担
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
人
件
費
削
減
、
職
場

統
廃
合
の
可
能
性
も
あ
る
。

改
修
で
市
町
村
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
も
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
の
動
向
を
注

視
、
県
本
部
と
も
連
携
し
て

い
き
た
い
。

春闘など当面の闘争方針を決定した臨時大会

2023年度県本部執行体制
執行委員長 千歳　益彦 県職連合・離籍専従
副執行委員長 野村　和弘 取手市職・専従
副執行委員長 古渡　秀和 行方市職・専従
書　記　長 生井澤律子 鹿嶋市職・離籍専従
書 記 次 長 林　　佑宜 高萩市職・専従
組 織 部 長 青木　　亮 東海村職・専従
執 行 委 員 藤枝　芳実 県職連合
執 行 委 員 園原　一恵 県職連合
執 行 委 員 鈴木　秀文 県職連合
執 行 委 員 大内　玲子 県職連合
執 行 委 員 石川　皓一 北茨城市職連合
執 行 委 員 宮田竜一郎 常陸大宮市職
執 行 委 員 川上　善士 ひたちなか市職
執 行 委 員 寺田　祐也 茨城町職
執 行 委 員 伊藤　友里 鹿嶋市職
執 行 委 員 浅野　　椋 牛久市職
執 行 委 員 青木　和城 美浦村職
執 行 委 員 水越　直樹 石岡市職
執 行 委 員 大内　智弘 東海村関連労
会 計 監 査 賀波澤光理 県職連合
会 計 監 査 櫻井　裕之 かすみがうら市職
会 計 監 査 藤田　浩二 大子町職

【特別執行委員】
茨城県労働者福祉協議会専務理事
  日下部好美
  （牛久市職出身）
茨城県地方自治研究センター理事長
  鈴木　博久
  （水戸市職出身）
石岡市議会議員 岡野　孝男
  （石岡市職出身）
水戸市議会議員・茨城県地方 飯田　正美
自治研究センター副理事長 （水戸市職出身）
鹿嶋市議会議員 菅谷　　毅
  （鹿嶋市職出身）
水戸市議会議員 萩谷　慎一
  （水戸市職出身）

　
県
本
部
は
、
春
闘
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の
闘
争
方
針
や
４
月
か
ら
の
新
執
行
体

制
を
決
定
す
る
第
１
２
３
回
県
本
部
臨
時
大
会
を
ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
議
事
日
程
を
短
縮
し
て
開
催
し
、
　36

単
組
１
７
３
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
大
会
議
長
に
、
県
職
連
合
の
蔀
明
美
さ
ん
、
大

子
町
職
の
鈴
木
和
也
さ
ん
を
選
出
し
、
一
般
経
過
報
告
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

中
間
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
３
つ
の
議
案
審
議
と
あ
わ
せ
て
役
員
選
挙
も
行
い
、

４
月
か
ら
の
執
行
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

窟 沓虞虞虞虞虞虞
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自
治
研
学
習
会
開
く

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

　
３
月
　
日
、
県
本
部
は
自

18

治
研
セ
ン
タ
ー
と
共
催
に
よ

る
「
住
民
と
共
に
歩
む
Ｄ

Ｘ
」
と
題
し
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
自
治
体
行
政
の

今
後
に
つ
い
て
の
学
習
会
を

開
き
ま
し
た
。
対
面
と
ウ
ェ

ブ
併
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
、
　
人
が

36

参
加
し
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、
職
場

の
仲
間
、
市
民
と
と
も
に
学

習
し
、
実
践
を
め
ざ
す
こ
と

が
自
治
研
（
地
方
自
治
研

究
）、
自
治
研
活
動
で
す
。

今
回
の
学
習
会
は
、
Ｄ
Ｘ
に

焦
点
を
あ
て
、
自
治
研
と
い

う
角
度
か
ら
政
府
が
推
進
し

て
い
る
Ｄ
Ｘ
政
策
の
内
容
と

自
治
体
の
現
状
、
さ
ら
に
Ｄ

Ｘ
を
実
践
し
て
い
る
単
組
の

事
例
報
告
を
受
け
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
学
習
会
は
、
は
じ
め
に
静

岡
県
立
大
学
経
営
情
報
学
部

講
師
の
松
岡
清
志
さ
ん
を
講

師
に
、
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

地
方
自
治
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

　
松
岡
さ
ん
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進

は
決
し
て
職
員
数
削
減
が
目

的
で
は
な
く
、
自
動
化
や
高

度
化
に
よ
り
業
務
生
産
性
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
期
待

で
き
る
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
に

行
う
と
さ
れ
る
地
方
公
共
団

講演する静岡県立大学の松岡清志さん

体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

や
、
自
治
体
の
外
部
人
材
雇

用
や
特
別
交
付
税
措
置
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
Ｄ
Ｘ
の
本
質
は
、
こ
れ

ま
で
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
見
直
す
た
め
で
、
デ

ジ
タ
ル
あ
り
き
で
は
な
い
と

し
て
、
住
民
の
利
便
性
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
と
話
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
に

活
用
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
目
的
が
定
ま
っ
て

い
な
い
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
を
な
く
す
た
め
の
も
の
で

あ
る
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
海
村
の
地
域
戦

略
課
係
長
で
東
海
村
職
副
執

行
委
員
長
の
佐
藤
洋
輔
さ
ん

か
ら
「
と
う
か
い
〝
ま
る
ご

と
〟
デ
ジ
タ
ル
化
構
想
（
ま

る
デ
ジ
構
想
）」
と
題
し
た

事
例
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
　
月
か
ら
２

11

０
２
４
年
度
末
ま
で
を
「
ま

る
デ
ジ
構
想
」
期
間
と
し

て
、
そ
の
間
に
「
新
し
い
役

場
へ
の
転
換
」
に
む
け
た
Ｄ

Ｘ
を
通
し
た
職
員
の
意
識
改

革
や
組
織
改
編
を
実
践
し
な

が
ら
、
外
部
人
材
雇
用
に
よ

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
高
齢
者
ス

マ
ホ
購
入
費
補
助
事
業
や
相

談
窓
口
開
設
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業

務
改
革
）
に
よ
る
業
務
量
削

減
、Y

ouTube

を
使
っ
た

各
種
手
続
き
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
実
現
さ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
か
ら
の
事
例
を

聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
は
方
法
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
」「
市
町
村

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
遅
れ
を

取
っ
て
お
り
、
ま
ず
人
員
確

保
が
必
要
」「
近
く
の
自
治

体
で
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
い
て
刺

激
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
本
部
で
は
、「
自
治
研
」

に
関
し
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
今
後
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
活
か
せ
る
テ
ー
マ
を

決
め
学
習
会
を
企
画
、
ご
案

内
し
ま
す
。
組
合
役
員
に
限

ら
ず
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事例報告する東海村職の
佐藤洋輔さん　　　　　

駅
悦
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詠
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３
月
　
日
、
福
島
市
で

19

「
２
０
２
３
原
発
の
な
い
福

島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
　
回
目
と
な

12

る
集
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
４

年
ぶ
り
の
本
格
開
催
と
な
り

全
国
か
ら
約
９
０
０
人
、
茨

城
か
ら
は
　
人
が
参
加
し
ま

25

し
た
。

悲劇を繰り返させない
原発のない福島を！県民大集会

　
実
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
福
島
原
発
事
故
の
収

束
・
廃
炉
作
業
は
困
難
を
極

め
、
住
民
の
生
活
も
人
権
も

取
り
戻
せ
ず
未
だ
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
政

府
は
一
時
、
原
発
と
の
決
別

を
決
め
た
が
、
岸
田
政
権
の

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
は
原
発
建
て

替
え
、
最
長
　
年
の
運
転
期

60

間
延
長
へ
と
方
針
転
換
し

た
。
そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
海
洋
放
出
も
計
画
し
て

い
る
。
福
島
の
悲
劇
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も

原
発
の
な
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
を
共
に

考
え
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
　「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
千

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
藤
本

さ
ん
は
、「
元
の
団
ら
ん
を

取
り
返
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
福
島
で
起
こ
っ
た
こ
と

を
考
え
て
も
な
お
原
発
が
必

要
か
。
政
府
は
住
民
の
声
に

耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　「
ビ
リ
ョ
ク
だ
け
ど
ム

リ
ョ
ク
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う

考
え
の
も
と
に
活
動
を
続
け

て
い
る
福
島
県
第
　
代
高
校

25

生
平
和
大
使
か
ら
は
、「
国

益
よ
り
民
意
を
尊
重
し
て
ほ

し
い
」「
海
産
物
の
風
評
被

害
を
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
で
回

復
し
て
も
海
洋
放
出
で
水
の

泡
」「
事
故
直
後
、
外
で
遊

べ
な
い
、
線
量
計
を
持
ち
歩

く
な
ど
多
く
の
制
限
が
あ
っ

た
。
同
じ
思
い
を
子
ど
も
た

ち
に
さ
せ
た
く
な
い
。
若
者

に
大
き
な
責
任
を
押
し
付
け

な
い
で
ほ
し
い
」
と
、
こ
れ

か
ら
も
声
を
挙
げ
続
け
て
い

く
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。

「
処
理
水
を
海
に
流
す
な
」と

掲
げ
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

　
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に

移
動
し
な
が
ら
脱
原
発
を
訴

え
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
今

年
は
　
日
に
結
成
、
　
日
の

17

19

福
島
県
民
大
集
会
へ
の
参

加
、
そ
の
後
は
茨
城
、
そ
し

て
最
終
日
の
　
日
に
は
東
京

21

の
代
々
木
公
園
で
開
か
れ
る

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
」

に
合
流
し
ま
す
。

　
　
日
に
来
県
し
た
キ
ャ
ラ

20
バ
ン
隊
は
、
東
海
第
２
原
発

の
　
キ
ロ
圏
内
　
自
治
体
に

30

15

対
し
て
脱
原
発
の
要
請
行
動

を
展
開
し
、
同
日
夜
は
水
戸

市
の
自
治
労
会
館
で
開
か
れ

た
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
茨
城
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
青
年
を
中
心

に
編
成
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
の
自
己
紹
介
と
、
県
内
要

請
行
動
報
告
が
行
わ
れ
、
各

フクシマ連帯キャラバン
県内自治体へ脱原発を要請

自
治
体
の
原
発
再
稼
働
の
考

え
方
、
避
難
計
画
策
定
の
状

況
な
ど
意
見
交
換
行
い
、
民

意
に
基
づ
く
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
可
否
判
断
等
に
つ

い
て
要
請
し
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱

し
、
脱
原
発
に
向
け
た
決
意

を
固
め
ま
し
た
。

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
脱
原

発
の
意
志
示
す

　
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
が

　
日
、
東
京
代
々
木
公
園
で

21開
か
れ
４
７
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
規

模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

３
年
ぶ
り
の
全
国
集
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
福
島
原
発
の

汚
染
水
海
洋
放
出
、
甲
状
腺

が
ん
発
症
な
ど
事
故
後
の
実

態
報
告
や
、
フ
ク
シ
マ
連
帯

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
は
活
動

か
ら
見
え
た
被
災
地
の
悲
惨

な
現
状
と
原
発
反
対
へ
の
強

い
意
志
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
　
集
会
後
に
は
、
渋
谷
と
原

宿
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ

「
岸
田
政
権
の
原
発
回
帰
反

対
」
「
老
朽
原
発
の
再
稼
働

や
め
ろ
」
「
フ
ク
シ
マ
を
わ

す
れ
な
い
」
な
ど
と
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

再稼働は許さない
さようなら原発全国集会
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